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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年4月16日(2015.4.16)

【公開番号】特開2013-179476(P2013-179476A)
【公開日】平成25年9月9日(2013.9.9)
【年通号数】公開・登録公報2013-049
【出願番号】特願2012-42242(P2012-42242)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ    1/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月25日(2015.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　ＩＤエラー検出訂正部４３Ａ、４３Ｂ、４３Ｃは、通常モードでは、順次送信される送
信パケットを特定するシーケンスＩＤとして、予め定められた複数の符号、例えばＤ０．
０～Ｄ３１．０、Ｄ０．４～Ｄ３１．４、Ｄ０．７～Ｄ３１．７が予め定められた順序で
使用されていない場合は、シーケンスＩＤエラー（以下「ＩＤエラー」という。）として
検出し、予め定められた複数の符号、及び予め定められた順序に基づいて正しいシーケン
スＩＤに訂正する。再送モード、再々送モードにおけるＩＤエラー検出訂正部４３Ａ、４
３Ｂ、４３Ｃの動作については後述する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　ＣＲＣ生成部２２１Ａ、２２１Ｂ、２２１Ｃは、転送すべきデータに対してＣＲＣの演
算を行ってＣＲＣ符号１３０を生成する。送信パケット生成部２２は、転送すべきデータ
１２０に、ヘッダ１１０、ＣＲＣ生成部２２１Ａ、２２１Ｂ、２２１Ｃにて生成されたＣ
ＲＣ符号１３０、及びエンドパケット１４０を付加して送信パケット１００を生成する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
（エラーのパターン）
　次に、シーケンスＩＤ１１２及びＣＲＣ符号１３０のエラーのパターンについて図３を
参照して説明する。図３Ａ～図３Ｈは、１０パターンの誤りに対応して、８Ｂ１０Ｂ逆変
換した受信データを示す。図３中、左側の列のＤ００．０～Ｄ３１．７は、８Ｂ１０Ｂ変
換前の送信データを示し、１ｂｉｔ・・・１０ｂｉｔは、エラーが発生した先頭からのビ
ットの位置を示す。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　図４は、図３Ａ、図３Ｅ、図３Ｈの誤りパターンを送信データと受信データとの関係で
表わした表である。同図中、◎印は正しい受信データを示し、○印は１ビットのエラーが
発生した受信データを示す。送信データとしてＤｘｘ．０を送信した場合、図３Ａから分
かるように、受信データとしてＤｘｘ．０、Ｄｘｘ．１、Ｄｘｘ．２、Ｄｘｘ．５、Ｄｘ
ｘ．６を受信する可能性がある。送信データとしてＤｘｘ．４を送信した場合、図３Ｅか
ら分かるように、受信データとしてＤｘｘ．１、Ｄｘｘ．２、Ｄｘｘ．３、Ｄｘｘ．４、
Ｄｘｘ．５、Ｄｘｘ．６を受信する可能性がある。送信データとしてＤｘｘ．７を送信し
た場合、図３Ｈから分かるように、受信データとしてＤｘｘ．１、Ｄｘｘ．２、Ｄｘｘ．
３、Ｄｘｘ．５、Ｄｘｘ．６、Ｄｘｘ．７を受信する可能性がある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　シーケンスＩＤ１１２として、送信パケット１００を第２の送受信装置４に送信した際
に伝送による１ビット誤りが発生した場合でも、正しいシーケンスＩＤ１１２に訂正可能
な符号、具体的には予め定められた複数の符号、例えばＤ０．０～Ｄ３１．０（図３Ａ参
照）、Ｄ０．４～Ｄ３１．４（図３Ｅ参照）、Ｄ０．７～Ｄ３１．７（図３Ｈ）の９６通
りのＩＤを、予め定められた順序、例えば数字の少ない符号から多い符号へと使用し、こ
れを繰り返して使用する。これにより、８Ｂ１０Ｂ変換部２３Ａ、２３Ｂ、２３Ｃがシー
ケンスＩＤ１１２を８ビットから１０ビットに変換し送信したとき、１０ビットのうちい
ずれかの１ビットにエラーが発生した場合、誤ったシーケンスＩＤとして受信することな
く、エラーを検出でき、正しいシーケンスＩＤ１１２に訂正することができる。なお、再
送時のシーケンスＩＤにＮＩＴエラーが発生した場合は訂正できないので、再再送を要求
する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　図７（ｂ）の場合、第１の送受信装置２からシーケンスＩＤを番号順にデータを送信す
る。仮にＮｏ．３でＣＲＣエラーが起こると、第２の送受信装置４からＮｏ．３について
再送要求を行う。第１の送受信装置２では再送要求を受けて、Ｎｏ．３からシーケンスＩ
Ｄの順に送り直すが、再送要求が届く直前のＮｏ．５の伝送によりシーケンスＩＤがＮｏ
．３に化けた場合、第２の送受信装置４ではそれが再送されたＮｏ．３と区別することが
できず、Ｎｏ．５のデータをＮｏ．３と間違って受信する可能性がある。そして正しいＮ
ｏ．３は破棄される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００６１】
　図７（ｃ）の場合、仮にＮｏ．３でＣＲＣエラーが起こると、第２の送受信装置４から
Ｎｏ．３について再送要求を行う。第１の送受信装置２では再送要求を受けてＮｏ．３か
らシーケンスＩＤの順に送り直すが、このシーケンスＩＤがＮｏ．６に化けた場合、再送
要求が届く前に連続して送信されたＮｏ．６と区別がつかないため破棄される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　図７（ｄ）の場合、仮にＮｏ．３でＣＲＣエラー及びＮＩＴエラーが起こると、第２の
送受信装置４からＮｏ．３について再送要求を行う。第１の送受信装置２では再送要求を
受けてＮｏ．３からシーケンスＩＤの順に送り直すが、このシーケンスＩＤがＮＩＴエラ
ーを起こした場合、Ｎｏ．３の再々送要求を行う。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　図７（ｅ）の場合、仮にＮｏ．３でＣＲＣエラー及びＮＩＴエラーが起こると、第２の
送受信装置４からＮｏ．３について再送要求を行う。第１の送受信装置２では再送要求を
受けてＮｏ．３からシーケンスＩＤの順に送り直すが、再送要求が届く直前のシーケンス
ＩＤがＮＩＴエラーを起こした場合、Ｎｏ．３の再々送要求を行う。再々送要求のＮｏ．
３がＮｏ．５に化けた場合、受信側では連続して送られてきたＮｏ．５と区別できず間違
って受信する可能性がある。
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